
    

 
 
 

 
令和 5年 9月 29日に、サービス向上委員会主催で院内研修を実施

しました。内容は医療接遇オンラインセミナーの基礎編と確認編の一
部を活用し、計 21名の出席がありました。当日出席できなかった職
員は後日動画を視聴し、ほぼ全員の職員が受講しました。 
研修内容を簡単に紹介させていただきます。医療に求められる接遇

とは、言葉や接し方、立ち居振る舞いで相手の気持ちを和らげ、さら
には「症状まで良くなったような気がする」と患者さんが思えるよう
になること。接遇には心と形が大切で、心とは、人としての思いやり
や、相手を大切に思い相手の立場になり考えること。形とは、相手を
大切に思っているという心を動作として表現する手段が大切というこ
とを学びました。このような研修は一部分ですが、当院では、毎月の
ように様々な研修を実施し、職員一同、自己啓発に努めています。 
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＊プライマリ・ケア看護師とは？＊ 
患者さんとの信頼を深め、患者さんの家
族や生活背景も含めた全人格的ケアを提
供できるよう、予防から治療までを見据
えてケアをする看護師のことを指しま
す。医師でいうところの総合診療医とい
ったところです。 
このプライマリ・ケア看護師に、厳しい
審査を経て、笹浪副総看護師長・佐藤副
師長が、当院で初めて認定を受けまし
た。 

 
＊認定看護師からのメッセージ＊ 
私たちは、この地域で生活されている皆
さんの、生活上での心配事、病気の悩み
や相談、自己管理の方法など、自分らし
く生活していくためのお手伝いをさせて
いただきたいと考えています。 
どうぞよろしくお願いします。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽幌病院広報誌『春夏秋冬』秋号 R5/10 

患者－医療者パートナーシップ宣言 

●医療の主役は患者様です。 

●私たち医療者は、患者様の病気の診断・検査・治療計画について、十分な説明をします。 

●その上で納得して医療を受けられるよう支援いたします。 

●わからないことは、何でもお気軽に相談してください。 


